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１．研究計画の概要
英語はコミュニケーションの道具であり、ア
ジアにおける共存・共生関係をベースにした
大学英語教育の進化のためには、ICT の活用
により、日常的に日本･韓国・中国・台湾を
中心としたアジア学生が IT を駆使した交流
を行う授業実践のモデル化を提案する。また、
本研究では、異文化対応能力を異文化間ソー
シャルスキルと捕らえ、対人関係尺度を参考
に、 下位項目にコミュニケーションスキル、
問題解決スキル、感情処理のスキル、課題遂
行の際の目標設定や計画性のスキル、対人関
係の調整、状況への柔軟な対応、論理的な思
考の上達、英語での発表力の上達を計測でき
る評価尺度を実験研究により、検証していく。

２．研究の進捗状況
ICT を活用した 1 対 1 対応の授業は、早稲田
大学と清華大学、大連理工大学、大連交通大
学、大連外国語学院、高麗大学、延世大学、
淡江大学、台南科技大学とが行い、多地点遠
隔には、デラサール大学、復旦大学、高麗大
学、韓南大学、南ソウル大学、文藻外国語学
院、香港バプティスト大学が参加した。9 月
5 日と 6 日に 1 対 1 対応の ICT 授業の担当者
が早稲田大学に集合し、授業分析を全員で行
った。研究代表者と分担者は学習者の自律性
の発達についての調査と分析を発表した。韓
国、中国、台湾の参加大学でも、異文化ソー
シャルスキルと自律性を高める学習者動機
の研究を 2010 年度に開始し、参加者は少な
かったが、分析を行った。外国語メディア学
会の 50 周年記念大会（横浜フロンティア高
校）では、高麗大学と台南科技大学と会場を
結び、多地点の ICT 会議を実践するとともに、

教育実践の成果を報告した。第 15 回 PAAL
では、14 本の研究発表を行った。また、7 月
と 12 月には異文化交流に参加している学生
の発表会「国際学生会議」を開催した。多地
点の授業については 2011 年 2 月にはシンガ
ポール RELC で合同ワークショップ開催し、
授業実践の見直しと分析結果の発表も行い、
早稲田大学の国際ワークショップ開催基金
を得て、JACET-ICT Research and Practice
2010（360 ページ）に今年度の活動のまとめ
を掲載した研究成果は国内外の学会で発表
した。

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
ICT 活用授業のモデル化、異文化間ソーシャ
ルスキルの尺度も改良した。英語子 my コミ
ュニケーション能力の進歩を測定する自動
採点テストについては、音読テストは完成し、
DCT によるテスト項目は初級と準中級が完
成した。

４．今後の研究の推進方策
DCT によるテスト項目は初級と準中級が完
成したので、中級から上級のテスト項目をオ
ンライン上で検討し、精度を確認することが
2011 年度の研究目標となる。
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